
学校名 狭山市立  狭山台小学校 

  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 

 

承認します ・ 承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 
１．児童会のめあて作成（１学期） 

  「笑顔をつないで 未来へジャンプ トリプルピースで花を咲かそう」 

   各クラスからどんな狭山台小にしたいか意見を出してもらった。トリプルピース

とは、笑顔・協力できる狭山台小になるようにという思いを代表委員がこめ、各ク

ラスの意見をまとめた。 

 

２．縦割り活動（年間） 

   縦割りの顔合わせでは、例年のように 

室内では集まらず、校庭を区切って集 

合した。自己紹介だけでなく、リーダー 

（6 年生）を中心にかんたんなゲーム 

を行っている班もあり、笑顔でスター 

トできた。 

   台小まつりでは、準備や出店に場所を 

広く取り実施した。 

 

３．開校 10 周年記念キャラクター募集（１学期） 

   子どもたちに狭山台小により親しみを持ってもらおうと、狭山台小のキャラクタ

ーを募集した。（応募総数は２７９名）各クラスで募集したものを投票で決定した。

どのキャラクターにも狭山台小に対する作者の思いが込められていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１０周年記念キャラクター作者の言葉＞ 

 花びらの色は６色の学年カラーです。１年水色・２年赤・

３年紺・４年オレンジ・５年緑・６年黄色です。みどり色

の体は、みんなの絆や努力で成長した『頑張り』を表して

います。その体から手が伸びて、みんなのいろいろな可能

性が見つかればいいなと思って描きました。 

 そしてポンポンを持っているので、みんなのこれからの

【未来】を応援しています。名前のサンは、太陽です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．人権週間の取組（６月１２月） 

 本校では、年に 2 回人権週間で、職員室前に人権コーナー設けたり、人権メッセージ

を書いて掲示したりする取組などを行った。   ＜人権メッセージの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年行っているあいさつ運動は実施できなかったが、お話朝会や月々の生活目標で挨

拶について話し、マスクをしていても挨拶で心の交流が図ることができるよう指導した。

新型コロナ感染防止のため実施できないこともあったが、先生方の知恵やアイデア、子

どもたちの柔らかい感性を生かして、日々の活動に取り組めた。 
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航空写真もふらわあーサンを 

撮影しました。 


